
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育目標】 

明日に活きる力をはぐくむ 

赤小の子 

 
あいてを思いやり、認める子  

からだをきたえる子  

しょうらいのゆめや希望に  

向かって、努力する子 

 

発行責任者 校長 姉帶 隆文 

                               校長 姉 帶 隆 文 
「豊かに表現」 
急激な季節の変化に山の木々もついて行くのがやっとのようで、紅葉と落葉が同時に進ん
でいるようです。昨年は真っ赤に実を付けた学校のナナカマドは実を付けることも葉が赤く
なることもなく茶色くなって散りかけています。学校の周りにはまだ緑の葉を付けた木々も
混在し、それだけ早く季節が進んでいることを感じます。 
さて、先日学習発表会を終えました。昨年のように参観者の入替をせずに実施し、たくさ
んの方に見ていただくことができました。ありがとうございました。また、コロナやインフ

ルエンザへの万が一の対策として、マスク着用の協力もしていただき、学校としてはとても
ありがたく思っています。子どもたちはたくさんの方に見てもらうことをモチベーションに
練習を積み、当日は堂々と発表する姿を披露することができました。国語、音楽、総合、体
育などの要素を織り交ぜ、様々な表現の工夫をしながら、学習の成果を発表し、今年度は久
しぶりの全校合唱も実施しました。今年度の重点の一つでもある「豊かな表現」を身に付け
るための行事となったと感じています。2部では、昨年度に引き続き、総合的な学習の時間
や生活科などの学習のまとめをたくさんの方に伝え、発表する機会としました。画用紙への
まとめやタブレット・テレビモニターを使用した発表を行い、初めての人にわかりやすく伝
える経験を積み重ねるよい機会となりました。場所の関係で子どもの声が聞き取りにくい場
面もあったと思いますが、皆さんには温かい眼差しで真剣に聞いていただきありがとうござ

いました。これらの行事を通して得たものをこれからの学習や生活に活かし、今後も子ども
の力を高めていきます。 

 

大人も「環境」 
学校には、キーワードがいくつかありその一つが「自分から」です。これは子どもたちも
知っています。自分から挨拶をしたり、困っている人に声をかけたり、自分から質問したり、
感想を述べたりなど、自分から人や学習・もの・ことに関わり、学びや経験を深めることが
本校児童の課題の一つと押さえています。本校の子どもたちはとても真面目で素直で協調性
があるなどよい面がたくさんある一方、消極的な部分も多々見られるためです。また、子ど
もたちにとって、大事な場面に自分で判断して正しく行動することも課題の一つです。大事

なのは、「学校だけでできるのではなく、学校以外や大人のいないところでできる」ことが
「本当にできる」ということです。そして、そのような正しい判断や行動が自然と身につく
学習環境や生活環境を整えるのは大人が担う部分も多いのは確かです。教えていなくとも、
子どもたちは大人や環境から様々なことを知らず知らずのうちに学び取っています。「親（大
人）の背を見て子どもは育つ」大人の言動も子どもにとっては環境の一つです。このことを
自覚することも大人の役目でしょう。 

 

 10月 22日（日）に学習発表会を実施しまし
た。一昨年までの「学芸会」から「学習発表会」
に改め、今回が２回目の実施です。今年もいろ
いろな場面で子どもたちの成長が見られた発表
会となりました。 

児童会で今年の発表会のテーマを「心に残る
発表をしよう～全力でがんばる姿を見せて～」
と決めました。このテーマに基づき、各学年練
習と準備を重ね、当日を迎えました。練習・当日
を含め全ての活動の先頭に立って行動してくれ
たのは、６年生でした。自主的に「６年生だよ
り」を発行して各学年の見どころを紹介し、自
分たちの発表だけでなく舞台係や照明係などの
裏方となって学校全体を支えてくれました。こ
ういった上級生の「よりよい行動」が他の学年

のお手本となり、「豊かな心」を育むと私たちは
考えています。 

 

赤井川村立赤井川小学校 学校だより 

 

令和５年 10月 31日 No.7 

心と学びを育む「学習発表会」 

 発表では、全学年で合科的（教科横断的）な学習の発表

を行いました。１・２年「ザリガニのはさみ」（国語＋音

楽＋生活科）、３・４年「群読、器楽発表」（国語＋音楽）、

５・６年「表現、器楽発表」（体育＋音楽）のどの発表も、

各教科のねらいを大切にしながら学習内容を関連づけ

「自分から発表する力」を伸ばす取り組みを進めました。 

 １・２年生を例にすると、１・２年生１学期から生活科

の学習でザリガニを飼育し、観察したり絵を描いたりし

てきました。同時に音楽で「カエルの合唱」や「メダカの

学校」なども学習しています。さらに、国語では、文章を

読み取って音読したり全身で表現したりする学習もして

きました。この３教科を関連づけ、発表会という場で発

表することを通し各教科の学びを深め、「発表する力」や

「ねばり強く取り組む力」を伸ばすことを目指しました。

こういった合科的な学習を他学年でも進め、当日の発表

を行いました。 

第２部「教室発表」は、一人ひとりが各教科等で学んだ

成果を発表しました。多くの方にご参観いただけたこと

で、子どもたち一人ひとりの貴重な学びの場となりまし

た。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 予定 

1 水 読聞 全校５時間 

2 木 A日課 全校 4時間給食あり 小中連携公開授業 

3 金 文化の日 

4 土   

5 日   

6 月 6年生中学校訪問 

7 火   

8 水 読聞 全校５時間 

9 木 A日課 全校 4時間給食あり 小中連携公開授業 

10 金 漢字検定（希望者） 

11 土 ＊赤井川へき地保育所発表会 

12 日   

13 月 冬の交通安全運動〜 読書週間～ 

14 火 教育委員会委員学校訪問 

15 水 読聞 集合学習 クラブ活動 

16 木 A日課  

17 金 非行防止教室 PTAもちつき前日準備 

18 土 PTAもちつき 

19 日   

20 月   

21 火   

22 水 読聞 歯の健康教室 全校５時間 

23 木 勤労感謝の日 

24 金   

25 土   

26 日   

27 月 全校朝会 

28 火 民生委員訪問 

29 水 読聞 児童会 

30 木 A日課 

 

■小中連携公開授業 
 赤井川村内の学校職員の研修とし
て、次の日に研修会を行うため、当
日は A日課４時間授業となります。 

 （12時 55分ごろ下校、給食あり） 
 ・11月 2日 赤井川中学校会場 
 ・11月 9日 都小学校会場 
 
■６年生中学校訪問 
 進学を控え６年生が中学校を訪問
し、授業や部活動を見学します。 

 ・11月 6日（月）14:00-16:00 
 （15:35からの部活動見学は 

自由参加） 
 
■漢字検定（希望者） 
 事前希望があった児童を対象に次
の日程で、漢字検定を行います。 

 ・11月 10日（金）16:00-17:10 
 ・赤井川中学校 
 ＊下校時は日没後となりますので、
参加する場合はお迎え等につい
てお子様と事前にご相談くださ
い。 

 
■冬の交通安全運動 
 冬の交通安全運動に合わせ、PTA
生活部のみなさんと学校職員が共
同で街頭指導を次のように行いま
す。 

 ・11月 13日（月）～16日（木） 
 ・村内 3か所 7:40～8:00 
  ＊担当の生活部のみなさんには後
日プリントで詳細をご案内しま
す。 

 
■PTAもちつき 
 PTA生活部が中心となり、PTAも
ちつきを次のように実施します。
（事前申し込み済） 

 
 ＜準備＞ 
 ・前日 
  11月 17日（金）16:00- 家庭科室 
 ・当日 
  11月 18日（土）9:00-家庭科室 
 
 <当日> 
 ・11月 18日（土）10:00-13:30 

ごろ 
 ・もちもの 
上靴・エプロン・給食用三角巾 

   
■歯の健康教室 
 歯科衛生士を招いて、全学年を対象
に、歯の健康についての特別授業を
次のように実施します。保護者の皆
様のご参観もお待ちしております。 

 ・11月 22日（水） 
・ 9:25- １・２年生 

 ・10:30- ３・４年生 
 ・11:20- ５・６年生 

 ジャグリング体験会 
10月６日（金）に、ボランティア講師のジョイ・コロンビさんを

お招きしてジャグリング体験会を行いました。アメリカ在住のジョイ

さんは現地でジャグリングクラブに所属し、ボランティアとして活躍

していらっしゃる方で、この日は赤井川小学校体育館で全校児童の前

でジャグリングを披露したり、子どもたちに教えてくれたりしまし

た。ジョイさんは汗びっしょりになりながら、「ジャグリングと算数

はつながりがある」「集中力は全てにつながる」など、多くのことを

教えてくださいました。 

 

 さくら・もみじ記念植樹事業 
１０月１０日（火）に、都小学校・赤井川中学校のみなさんとさく
ら・もみじ記念植樹を行いました。こちらは、例年赤井川村が行って
いる事業で、村内各所に桜と紅葉を植え、村内の景観を豊かにすると
ともに子どもたちのふるさとを思う心を育む目的で行われています。 
赤井川中学校グラウンドに村内３校の児童生徒が集まった時は、少
し遠慮がちな雰囲気でしたが、「植樹」という共同作業を進めるうちに
自然と会話も進み、記念写真を撮る頃には参加者全員の心が一つにな
った様子でした。 

 デジタル化の推進（学校における働き方改革） 

 小中連携推進事業・交流研修会 
10月 12日（木）に秋田県から講師をお招きし、「赤井川村小中連

携教育推進事業 秋田県東成瀬村との研究交流研修会」を本校で実施

しました。講師の倉田先生は、秋田県内で長く教壇に立ち平成 24年

には文科省から優秀教員表彰を受けた先生です。当日は倉田先生が本

校４年生に算数「式に表す・式を読む」という授業を行い、その授業

に基づき村内教職員が研修を深めました。私たちの研修の場となった

だけでなく、４年生の子どもたちにとっても「深く学ぶことの面白さ」

を体験する貴重な機会となりました。 

本校では文科省の方針に基づき、教育活動のデジタ
ル化を進めております。授業ではすでに子どもたちが
iPadを「新たな文房具」として日常的に活用してい
ますが、その他の場面でもデジタル化を推進します。
この度その一環として「欠席・遅刻連絡のデジタル化」
を導入しました。従来の電話連絡に加え、事前配布し
た Q Rコードを読み、フォームにアクセスすること
で連絡できる仕組みです。今後、他の場面でもデジタ

ル化の取り組みを進めていく予定です。 
文科省資料より 


